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１．クロム

№1水

後、PCB

月5日1

測定によ

度に対し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六価

し、適切

しか

ったため

での運転

なお

を行った

№１水熱

ム濃度上昇の

水熱反応器は

B 処理量調整

0時に、気液

より処理液中

し、測定値は

クロム濃度

切に排水処理

し、六価ク

め、10 月 6

転操作状況を

、5日 0 時

たものの、回

分解設備

の状況 

は昨年の定期

整のために 8

液分離槽下部

中の六価ク

は 12mg/ℓ) 

度の高い処理

理を行うよ

ロムが上昇

日に№1系の

を表－１に記

50 分には、

回復しない

図

備処理液の

期点検後の

8 月 22 日に

部でサンプリ

ロム濃度の

(図－１参照

理液について

う運転調整

昇した原因が

の水熱分解設

記す。 

水熱反応器

という現象

－１ 水熱分

1 

の六価クロ

7 月 15 日に

に停止に入っ

リングした処

上昇が確認

照) 

ては、それ以

整を行った。

が解明できず

設備の停止

器底部隔壁へ

が生じてい

分解設備処理

ロム濃度上

に立上げを行

った。その後

処理液が黄色

認された。(通

以降、再度№

 

ず、また No.

操作を行っ

への給水流量

いた。 

理水の流れ

上昇及びそ

行い、約一か

後、再度運転

色く変色して

通常の六価ク

№2系、№3系

1 系戻り処理

た。№1系水

量指示値 0 に

資

(H29.3.

その対応

か月の PCB

転を開始した

ているのが

クロム濃度

系の水熱反

理液の処理

水熱分解設

に対応して

資料－３ 参考

30 東京環境

について

処理運転の

た直後の 10

発見され、

1.4mg/ℓ程

応設備へ戻

も困難とな

備の時系列

バルブ調整

考資料 

境安全委員会
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程

戻

な

列

整
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２．水熱反

反応

肉が続

水を供

部に上

いる。

ップで

行って

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 

0/3  18:00 

0/5   0:45 

   0:50 

10:00 

15:00 

18:49 

0/6  17:30 

0/6～11/4 

1/4～11/13 

1/15  

1/24～11/28

1/26  

反応器内部の

応器底部は平

続いた。この

供給する改造

上下ボルトナ

隔壁は円盤

で覆う構造と

ている。 

表

起動

ＰＣＢ

底部隔

排水サ

六価ク

ＰＣＢ

油運転
が無い

(温度

系内の

反応器
反応器

8 給水配

反応器

の改造の内容

平成 25 年度

のため図－２

造を行うこと

ナットで組み

盤状の板で、

となっている

表－１ №1水

（昇圧・昇温

Ｂ投入開始

隔壁流量の指

サンプリング

クロム濃度測

Ｂから油運転

転に切替えて
いため、停止

度降下期間)

の水抜き（反

器底部残渣物
器底部の残渣

配管を配管切

器を開放し、

容 

の定期点検

２に示すよう

ととした(平

み立てられた

中央部にあ

る。この改造

図－２ 反応

2 

水熱分解設備

主

温） 

指示値 0とな

グで六価クロム

測定値判明 (1

転へ切替え 

ても六価クロ
止作業を開始。

反応器底部のノ

物抜出管下部に
渣物抜出管か

切断しファイバ

反応器内下部

検において減

うに、反応器

平成 27 年 10

た支持枠を設

ある酸素投入

造については

応器底部隔壁

備での運転操

要 作 業

り、手動弁調

ム濃度が高い

12mg/ℓ) 

ム値の低下が
。 

ノズル部から

にノズル接続
ら底部液の液

バースコープ

部鏡板の残渣

減肉が認めら

器底部に新た

月環境安全

設置し、その

入用連絡管の

は、昨年の定

壁設置の改造

操作状況 

項 目 

調整するも変

いことを確認

が確認できず

らは抜いてい

続し、圧縮空
液抜き実施 

プにより内部

渣物抜出管周

られ、26 年度

たに隔壁を設

全委員会にて

の間に隔壁を

の間にわずか

定期点検時

造 

変化なし 

認 

ず、廃液タン

いない） 

空気により通気

部確認、閉塞な

周辺に堆積物を

度、27 年度

設け併せて

て報告)。隔

を挟み込む

かな隙間を

(平成 28 年

クに余力

気を確認

なし 

を確認 

と同様な減

隔壁内に給

壁は鏡板上

構造として

設けてキャ

5～6月)に

減

給

上

て

に
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  本件の

  1) 内部

№

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その結

に、寸法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反応器内部の

の原因を究明

部点検結果 

№1水熱反応

結果は表－２

法等明らかに

の調査結果 

明するために

応器を抜水し

２の通りであ

にした№1水

 

に、以下の調

し、反応器内

あった。また

水熱分解設備

図－３ №

3 

調査を行った

内部及び関係

た、下部鏡板

備下部鏡板の

№1水熱分解

た。 

係配管等の点

板及び下部隔

の減肉状況を

解設備点検個

点検調査を行

隔壁の外観写

を図－６に示

所 

行った。(図

写真を図－

示す。 

図－３参照)

４、図－５
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③ 
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⑥循

⑦酸

⑧底
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⑫底
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⑭混
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図－

点 検

反応器上部隔壁

 〃  隔壁

 〃  隔壁

反応器内壁 

PCB・給水投入

循環処理液投入

酸素ノズル先端

底部隔壁上面 

底部隔壁下面

反応器底部管台

  〃   

底部給水配管 

 〃   多

混合管 

底部給水流量計

－４ №1 水熱

検 個 所 

壁内部 

壁均圧配管 

壁空気抜き配管

入ノズル 

入ノズル 

端 

(裏面) 

台(酸素ノズル

(残渣抜出管

多段オリフィス

計及び検出管 

熱分解設備鏡

表－２

大きな

付着物

管 全体的

これま

これま

これま

これま

φ2～5

さの減

φ2～5

さの減

ル) 周囲に

腐食減

管) 管台周

見られ

配管中

ス 配管及

物あり

堆積物

液抜き

も行い

鏡板の外観写

4 

№1水熱分

な腐食減肉は見

物及び内面腐食

的に緑色の付着

までと異なる付

までと異なる付

までと異なる付

までと異なる付

5mm、深さ 2～

減肉箇所が多く

5mm、深さ 2～

減肉箇所が多く

に堆積物(上側

減肉が見られた

周囲に堆積物(

れた。  

中に堆積物は見

及び多段オリフ

り。 

物は見られず。

きの操作にて堆

い、問題はない

写真 

分解設備点検

点

見られず。 

食は見られず。

着物が見られた

付着物及び腐食

付着物及び腐食

付着物及び腐食

付着物及び腐食

～3mm の減肉が

く見られた。

～3mm の減肉が

く見られた。

100mm、左右

た。 

φ400mm)が見

見られず。全体

フィスの間に堆

全体的に緑色

堆積物はなかっ

いことを確認し

図－５ №

検結果 

検 結 果 

 

た。 

食減肉は特に見

食減肉は特に見

食減肉は特に見

食減肉は特に見

が一面に見られ

が一面に見られ

100mm)が見られ

られた。堆積箇

体的に緑色の付

堆積物は見られ

色の付着物あり

ったと思われる

した。 

№1 水熱分解

見られず。 

見られず。 

見られず。 

見られず。 

れた。支持枠に

れた。支持枠に

れた。堆積箇

箇所には微少

付着物あり。 

れず。全体的

り。 

る。流量計本体

解設備下部隔

には 2～3mm 厚

には 2～3mm 厚

所には微少な

な腐食減肉が

に緑色の付着

体は信号確認

隔壁の外観写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－６ №1水熱

5 

熱分解設備下下部鏡板の減減肉状況 



 

 

     底部

管内

ので

上

分

(Ni

れた

測

表－

    ①

        ②

    ③

     以

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   3) 底部

    底

Ａ法

Prob

った

に示

    ①

2) 反応

部隔壁上面

内に残渣物が

であるが、ほ

上記の箇所に

分析結果では

iCO3)が同定

た。また、塩

測定結果か

－３に示す。

① 残渣物は

ケル(Ni)合

② 微量成分

(PCB 起源の

③ 炭酸ニッ

えられる。

以上の結果よ

     

部隔壁下面の

底部隔壁下面

法（電子線マ

be Micro A

た。分析箇所

示す。分析結

① 減肉内部

応器底部の残

面、底部隔壁

が堆積してい

ほとんど全面

にあった残渣

は、いずれの

定され、ニッ

塩素(Cl)も微

ら、以下のこ

。) 

はいずれも反

合金が腐食し

として塩素

の (Cl))の流

ケル(NiCO3

 

より、反応器

     

のＥＰＭＡ分

面の腐食減

マイクロアナ

nalyzer)に

所を図－８

結果から以下

に塩素(Cl)

残渣物分析

壁下面及び、

いた。特に残

面的に堆積が

渣物について

残渣物から

ケル(Ni)が

微量ながら検

ことが推定

反応器及び周

して生じた。

素(Cl)が検出

流入が考え

3)が含まれ、

器底部に反応

  表－３

分析結果 

肉部につい

ナライザー

よる断面成

に、分析結

下のことが分

が認められ

結果 

6 

反応器底部

残渣物抜出管

が生じ閉塞状

て蛍光Ｘ線分

らも炭酸ニッ

が高濃度で検

検出された

された。(詳

周辺材質の

。 

出された。反

られる。 

、反応液(PC

応液が流入

３ 残渣物分

いて、ＥＰＭ

： Electron

成分分析を行

結果を図－９

分かった。

れた。 

部残渣物抜出

管内の堆積状

状態にあった

分析を行った

ッケル

検出さ

。 

詳細を

のニッ

反応液

CB 及び油が

し、NCF690

分析結果 

Ｍ

n 

行

９

図

出管の鏡板部

状況はこれま

た。堆積物の

た。その結果

が分解した炭

が腐食した

図－８ ＥＰ

図－７  

部並びに同

までも見ら

の写真を図－

果を表－３

炭酸イオン)

たと考えられ

ＰＭＡ分析の

 №1 下部隔
堆積物の

残渣物抜出

れているも

－７に示す。

に示す。 

の流入が考

れる。 

の実施箇所

隔壁上部の
の外観 

出

 

考



 

        ②

    以

肉内

応器

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．排水中

№1

食・溶

れる。

№1

認され

部に流

のよう

   1) 腐食

    隔

隔壁

 

記

  

 

 

② 減肉内部

以上の結果よ

内部では塩素

器管台等の腐

中の六価クロ

反応器排水

溶解によって

 

反応器内部

れた。さらに

流れ込み、そ

うに考えられ

食進行のメカ

隔壁下部に供

壁上面・下面

記 号 

Ａ 反応器

Ｂ 残渣抜

Ｃ 隔壁上

Ｄ 隔壁下

Ｅ 隔壁カ

①面

ではクロム

より、底部隔

素(Cl)の濃縮

腐食と同様で

ロム濃度上昇

水の六価クロ

て生じたもの

部点検の結果

に残渣物分析

その結果、腐

れる。   

カニズム 

供給していた

面等の温度に

箇 

器内面肉盛部 

抜出管台部、酸

上面 

下面 

カバー部、酸素

図－10 

面の分析結果

(Cr)が高濃

隔壁下面の腐

縮により局部

で、NCF690は

昇の原因(推

ロム濃度の上

のであり、素

果、底部隔壁

析結果を照ら

腐食速度が大

  

た加熱給水の

について伝熱

  所 

酸素ノズル菅部

素ノズル本体及

№1反応器

果      

図－９

7 

濃度に存在し

腐食は反応液

部的に酸性環

はこの環境下

推定)  

上昇は、反応

素材の NCF69

壁部に短時間

らし合わせる

大きくなった

の流量が低下

熱計算をした

部 2

2

及び先端 1

器内部の腐食

    

  ＥＰＭ

し、鉄(Fe)と

液環境下で生

環境になっ

下では100～

応器内部並び

90 中の Cr が

間でやや大き

ると、隔壁の

たものと推定

下しており

たところ、図

推定温度 

370℃ 

50～300℃ 

300℃ 

70～280℃ 

100℃以下 

食発生箇所と

    ②

ＭＡ分析結果

とニッケル(

生じていた

ていた。この

～300℃で腐食

びに底部隔壁

が溶出して発

きな腐食の発

の上部に存在

定される。そ

、周辺の温度

－10 中の表

温度の関係 

②面の分析結

果 

(Ni)は少量で

と考えられ

の腐食メカ

食が急激に

壁の塩素(C

発生したも

発生してい

在する反応

そのメカニ

度低下が疑

表のように推

 

結果     

であった。

れる。また減

ニズムは反

進行する。

l)による腐

のと推定さ

たことが確

液が隔壁下

ズムは以下

われたため

推定された。

[凡例

減

反

 

腐

確

下

下

め、

 

例] 



 

   この

   ① C

っ

が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 隔

図

 

渣

定

体

こ

減

 

 

 

 

 

 

 

 図－

のため、反応

Cl を含む反

った。また供

が高くなって

(図－11 は

の増加によ

水素水を 1

の増加した

ずれも不動

食量は定量

隔壁及び隔壁

図－10 で

図－13 に示

 Ａ～Ｅ箇

渣抜出管台

定された。

体及び先端

この結果は表

減肉と関係

 

13 №1 反応
とイン

図－11 

応器隔壁周辺

反応液が隔壁

供給酸素の温

ていた可能性

超臨界圧中

より腐食性が

% 添加した

た場合、腐食

動態被膜が形

量的には異な

壁下部の温

で推定された

示す。 

箇所はいずれ

部、酸素ノ

Ａ(反応器内

)は低温域に

表－２に示

しているこ

応器内部の腐
ンコネル腐食

 Cl 濃度の

         

辺の腐食が進

壁上部から隔

温度が低いた

性があり、こ

中の SUS316 の

が増大するこ

た場合の SUS

食量が増大す

形成されるこ

なるものの、

温度域が、NC

た各箇所の温

れもインコネ

ズル菅部)、

内面肉盛部)

にあって腐食

した内部調

とを示唆し

腐食発生箇所
食傾向の関係

腐食への影響

        

8 

進んだメカニ

隔壁下部に流

ため、自然対

この場合、腐

の腐食に対す

ことが示され

316 の腐食へ

することを示

ことで耐食性

類似の腐食

CF690 の腐食

温度域を、イ

ネルのうち N

Ｃ(壁面上

は高温域に

食の加速す

調査結果とほ

ている。 

所(推定温度)
係

響 ※1    

    ※1、※2

ニズムは、

流れ込み、底

対流により隔

腐食量は大

する Cl 濃度

れている。ま

への影響を

示唆している

性を示す材料

食挙動を示す

食が加速する

インコネルの

NCF690 を使

上部)について

にあり、また

る温度域か

ほぼ合致して

)  

      図－

2 出典 : 倉田

図

次のように

底部隔壁の下

隔壁部及び反

きく増大す

度の影響を示

また図－12 は

示したもの

る。なお、S

料であり、本

すと考えられ

る温度域とな

の腐食傾向図

使用しており

ては、腐食の

たＥ(隔壁カバ

らは外れる

ており、各箇所

－12 酸化力

田ら 超臨界圧水

高高圧の科

－14 底部給

に推定される

下部が高腐

反応器底部

する可能性が

示したもので

は酸化剤と

ので、溶液中

SUS316 と N

本環境下に

れる。) 

なった。 

図に入れ込

り、Ｄ(隔壁下

の加速する

バー部、酸

結果となっ

所の材料温

の腐食への

水装置用材料の

科学と技術 Vo

給水量と隔壁

る。 

食環境とな

で酸素濃度

がある。  

で、Cl 濃度

して過酸化

の酸素濃度

NCF690 はい

おいて、腐

んだものを

下部)、Ｂ(残

温度域と推

素ノズル本

った。 

度の変化が

影響 ※2  

の腐食問題、

ol.11、№4、2001

壁各部温度の

な

度

 

度

化

度

い

腐

を

残

推

本

が

   

1 

関係 



 

隔

照

    2) 反

       

進

れ

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．底部給

  今回の

その原因

  1) №1

    運

継続

底部

供給

流路

 

 

 

 

なお、底部

隔壁下面温度

照) 。このた

反応器隔壁上

前項の腐食

進行したもの

れる。 

給水流量低下

の事象の発生

因については

系水熱設備

運転チャート

続した後に少

部隔壁給水流

給状況が悪化

路の閉塞が生

部給水量と隔

度も 300℃以

ため、底部給

上面での腐食

食進行のメカ

のと考えられ

下原因と運転

生の引き金は

は反応器内部

備起動時の加

トから、底部

少し流れると

流量(詳細)グ

化しているこ

生じていた。

図

隔壁温度につ

以上となり、

給水量の下限

食推定プロセ

カニズムによ

れるが、各箇

転マニュアル

は、反応器底

部及び関係配

加熱給水の給

部給水系統は

という繰り返

グラフを見る

ことが見て取

  

図－15 下部隔

9 

ついて検討し

腐食速度の

限値は 50kg/

セス 

より、隔壁上

箇所での腐食

ルの問題 

底部の加熱給

配管等の点検

給水状況(図

は立上げ開始

返しが見ら

ると、立上げ

取れる。この

隔壁周辺の腐

した結果、底

の遅い温度域

/h にするこ

上面、隔壁下

食進行のプロ

給水流量の低

検調査の結果

－16 参照)

始後の供給開

れ、閉塞気

げ完了後時

のことから、

腐食進行のプ

底部給水量が

域になると算

ことが妥当と

下面、鏡板周

ロセスは、図

低下あるいは

果、以下の

開始時点か

気味であった

間経過する

、今回の立ち

プロセス 

が 50kg/h 以

算定された 

と考えられる

周辺に短時

図－15 のよ

は停止と推

のように考え

ら、流量 0k

たと考えられ

につれて、

ち上げ時に

以上あれば、

(図－14 参

る。 

間で腐食が

うに考えら

測されるが

えられる。

kg/h が数分

れる。また、

A→B→C と

は明らかに

参

が

が、

分

に



 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 底部加熱

図

部加

部給

スで

減量

じな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱給水を含む

図－17 に底部

加熱給水と混

給水量で 134

で調整してあ

量は停止まで

ない。  

む給水系統の

部加熱給水を

混合器側給水

4kg/h）で底

ある。底部給

で可能である

 

図－1

の構成 

を含めた給水

水は同じ給水

部と混合器

給水の流量調

る。給水の初

図－17  加

6  №1 水熱

10 

水系統や反応

水加熱器より

器側の給水流

調整は給水弁

初期では加熱

加熱給水系統

熱反応器起動

応器への PC

り分岐した構

流量の比率は

弁で可能で

熱器の作動状

統等の概要

動時の加熱給

CB 等の投入

構成となって

は 1：9になる

あるが、増

状況から徐々

水の給水状況

入状況の概要

ている。標

るように多

増量は僅かし

々にしか温

況 

要を示す。底

準条件（底

段オリフィ

しかできず、

度上昇は生

底

底

生



 

   3) 残留

   (1) 

 

   (2) 

以

定

4) 残渣

    水

出管

ロセ

たも

要因

①

 

②

 

 

 

 

 

 

 

留物による

残渣物抜出

 毎年定期

の内部点検

底部給水系

 今回の内

方向に実施

された可能

さらに、オ

下しながら

り回復しな

以上から、今

定される。 

渣物抜出管で

水熱分解設備

管に侵入・沈

セスにより堆

ものと推定さ

因を考察する

① 給水供給

の指示値 0

 PCB 及び

の分岐前の

量も低下し

② 間欠的流量

当初、底

いたが、加

し、比重が

なる。その

し分岐点の

にも給水が

また、給水

き上げられ

給水流路の

出管  

期検査時に行

検でも残渣物

系統の多段オ

内部点検では

施しており逆

能性も低い。

オリフィス部

ら詰まったり

ないと考えら

今回は、残渣

での流路抵抗

備の停止期間

沈降した残渣

堆積し、流路

される。以下

る (図－19 参

開始から一

0の要因 

び NaOH 投入に

の給水量が低

して流量表示

量変動を示す

底部加熱給水

加熱器により

が低下して混

の結果、混合

の圧力が上昇

が流れやすく

水の温度上昇

れることも考

抵抗増加の

行う点検時に

物の堆積が生

オリフィス部

は残渣物の堆

逆流を起こす

 

部で 1 穴また

り流れたりの

られる。 

渣物抜出管に

抗の増減発生

間中に、反応

渣物が、図－

路抵抗の増加

下に前述した

参照) 。 

一定時間の底

に伴い、底部

低下するため

示が出なくな

す要因 

水は流れにく

り給水温度が

混合器側の流

合器側の圧力

昇するため、

くなったと考

昇により、残

考えられる。

図－19 加

11 

の生じた場所

には、残渣物

生じていた。

部  

堆積はなかっ

すような操作

たは 2 穴が閉

の繰り返しを

にて残渣物の

生のプロセス

応器残渣物

－18 に示す

加につなが

た状況を示

底部加熱給

部給水系統

め、底部給

なった。 

くい状況が

が徐々に上

流速が増加

力損失が増加

、底部給水

考えられる。

残渣物粒子同

 

加熱給水の給

所の推定 (図

物の堆積が確

 

った。また系

作は行ってい

閉塞した場合

を起こすので

の堆積によ

 

抜

プ

っ

す

水

と

水

続

昇

と

加

側

 

同士の膠着状

図

給水状況変化

図－17 参照)

確認されてい

系統の水抜き

いない。水抜

合の挙動と

ではなく、一

り流路抵抗の

状態が緩み、

－18 残渣物

化 (推定)

)  

いる。今回

きはオリフ

抜き工程で

しては、徐

一気に流量

の増加が発

、粒子が水

物抜出管での
の推定

トラブル後

ィスの流れ

異物が解除

々に流量低

はゼロとな

生したと推

流により吹

の閉塞発生
定プロセス

後

れ

除

低

 

推

吹



 

5) 運転

        今

に整

して

れば

を図

の改

 (1)

   (2) 

     

  6) 残渣

    今

その

管で

の可

水熱

の防

回路

詳細

    こ

導圧

水を

る。

 

 

 

転マニュアル

今回の事象で

整備した当該

ていたものの

ばよいもの」

図る上で極め

改善を図るこ

) 立上げ時

加熱給

値は低い。

抜出管内で

ある。 

したが

給水量が規

速やかに当

器への流体

る。」 

後述す

去し上記の

立上げ時の

 また、以

立上げに先

とをマニュ

討する。 

渣物抜出管で

今後も水熱反

の後再起動す

での堆積物に

可能性が想定

熱反応器を再

防止を目的と

路を付設する

細な条件等を

この水パージ

圧管に新たに

を送水してパ

 (図－20 参

ルの問題と改

では、底部隔

該設備の運転

の、「底部隔

としていた

めて重要であ

こととする。

の加熱給水

水は水熱設

しかし、圧

での残渣物の

って、マニ

規定値(50kg

当該水熱設備

体供給状況の

るように、

の改訂マニュ

の残渣物抜出

以下の 6)に記

先行して水パ

ュアルに追記

での残留物に

反応器を一旦

する場合には

による流路抵

定される。

再起動する際

とし、以下の

ることとする

を検討してい

ジ回路は、圧

に配管を接続

パージを行

参照) 

改訂 

隔壁給水流量

転マニュアル

隔壁内への明

た。この底部

あり、今回の

 

水量の確認

設備の立上げ

圧力が規定状

の堆積がない

ュアルを以

g/h)以上であ

備の停止操作

の変更が生

No.1 水熱分

ュアルは適用

出し管部パー

記述する水

パージ回路

記する。詳細

による流路抵

旦停止し、

は残渣抜出

抵抗の増加

このため、

際には、こ

の水パージ

る。現在、

いる。 

圧力計測の

続し、圧縮

うものであ

12 

量が 0となっ

ルでは、底部

明らかな逆流

部加熱給水流

のトラブルを

  

げ開始時に給

状態になり

いか少なけ

以下のように

あることを

作に入るも

じた際には

分解設備では

用しないが

ージ 

パージ回路

を用いて残

細な条件等に

抵抗増加の防

出

加

ジ

縮

ったことが問

部加熱給水

流がない限り

流量の確保は

を受けて、運

給水開始とな

、その後の

れば、十分な

に改訂する。

確認し、規定

のとする。特

、底部加熱給

は当面、反応

、No.2 及び

路を付設した

残渣抜出管部

については、

防止対策  

図－20 残

問題の発端

流量の目標

り、給水流量

は、今般の

運転マニュア

なるが、初期

油運転～PC

な加熱給水量

すなわち、

定値を下回る

特に、給水流

給水量の確認

応器の底部加

び 3について

た上で、水熱

部の残渣物の

、水パージ回

残渣物抜出管

となった。

標流量を 50k

量は微少でも

ような事象

アルにおい

期の低圧状

CB 運転にお

量が確保さ

「油運転以

る事態とな

流量やその

認を必ず行

加熱給水シ

ては、直ちに

熱設備の立上

のパージ操作

回路の設計

管の水パージ回

設備改造後

g/h 以上と

も流れてい

の発生防止

ても次の点

態では指示

いては残渣

れるはずで

降では加熱

った場合は

他水熱反応

うこととす

ステムは撤

適用する。

上げ時には、

作を行うこ

とともに検

回路の付設

後

止

点

示

渣

で

熱

は、

応

す

撤

 

検
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６．水熱反応器の今後の当面の対応 

  1) №1 水熱反応器 

№1水熱反応器は取替部材(隔壁)の納期が遅れることから、以下の対応により隔壁を設置

する前と同様の状態として、平成 29 年 1 月６日に立上げを開始した。 

 (1) 鏡板の減肉 

        従来の定期点検時と同様に、減肉箇所については肉盛溶接を実施した。 

(2) 隔壁  

底部隔壁、支持枠は取り外した 。ただし、支持枠の固定用サポート (反応器本体に溶

接)はそのままとした。 

(3) 底部給水弁 

底部給水弁は「閉」として給水を止める。 

なお、№1 水熱反応器は立上げ後、排水中の六価クロム濃度の問題もなく運転を継続し

ている。 

  2) №2、№3 水熱反応器 

    №2、№3水熱反応器の処理液から高濃度の六価クロムは測定されていないが、同様の問題

が生じないよう確認するための気水分離槽下部でのサンプリングを強化している。また、改

訂マニュアルに従い、底部加熱給水流量の低下が生じることがないか、運転監視を強め運転

を継続している。2 月末時点で、№2 及び№3 水熱反応器の底部加熱給水流量はいずれも

300kg/h 以上であることを確認している。 

 

７．今後の方針 

今回の№１水熱分解設備処理液の六価クロム濃度の上昇は、反応器内部並びに底部隔壁の塩

素(Cl)による急激な腐食・溶出により生じたものである。残渣物抜出管部の残渣物の堆積によ

り反応器底部の加熱給水の供給が低下あるいは停止したことが引き金となっている。この残渣

物の侵入・堆積は水熱反応器の停止時に発生すると考えられ、停止後の再立ち上げ時に残留物

の堆積を排除する必要があり、今後パージ水路の付設を実施するとともに底部加熱給水の流量

チェックを頻繁に行うこととする。また、こうした状況を確認するには、これまでの運転マニ

ュアルが不備であった点も大きな問題であり、改訂を行った。 

これらの改善策の実施により、水熱反応器の底部鏡板部の腐食を抑制すると共に、水熱設備

の安全な稼働を目指していくこととしている。 

 

 


